
【令和元年度　準備委員会名簿】

鳥取市長により江山校区義務教育学校の名称を「江山学園」とする案が決定されました。

準備委員会では、２月に新学校名を募集し、２４０名（内江山校区２２３名）の方から応

募をいただきました。これを受け、校名の検討を行い、その結果を市長に報告しました。

「江山学園」は一番応募が多かったことと、「江山」という名前は、「江山美生英才」という

江山中学校の建学精神に示されているように、自然豊かなこの地域をとてもよく表して

おり、今の中学校の校名に込められた思いや慣れ親しんだ名称を引き継いでいきたいと

いう地域の思いがつまっていること、また、小学校と中学校が一体となって義務教育学

校になることをシンプルに表した、誰もが呼びやすく親しみがもてる名前であることから、

決定されました。６月の市議会定例会で正式決定されることになります。今後は、校章・

校歌の作成に向けて取り組んでいきます。

義務教育学校名は「江山学園」に！！

今年度の準備委員会のメンバー
準備委員会の任期は２年ですが、学校・保育園の教職員の人事異動により、４名の委

員が変更となりました。開校まで１年を切りました。委員一同、すごい地域の学校「江山

学園」を築くために精一杯がんばっていきます。

1 ◎上田　光徳 美和小学校ＰＴＡ会長 1 ◎山本　賢璋 神戸小学校ＰＴＡ会長

2 〇安田　政彦 美和小学校校長 2 〇山根　啓嗣 神戸小学校校長

3 栗本　保夫 神戸地区区長会推薦 3 中村　徹 大和地区区長会推薦

4 松本　広幸 美穂地区区長会推薦 4 森下　将伍 美和保育園保護者会副会長

5 森田　匡隆 美和保育園保護者会 5 有田　京子 美和小学校ＰＴＡ副会長

6 坂本　訓子 神戸小学校ＰＴＡ副会長 6 前田　真琴 美和小学校ＰＴＡ

7 牛尾　早知 神戸小学校ＰＴＡ 7 谷口　範仁 江山中学校ＰＴＡ会長

8 山本　敏夫 江山中学校ＰＴＡ 8 石尾　万紀子 江山中学校ＰＴＡ副会長

9 鈴木　知加 美和保育園園長 9 太田　信子 美和保育園副園長

10 橋本　伸一 江山中学校校長 10 山口　尚子 美和小学校教頭

11 梶浦　紀生 神戸小学校教頭 11 長谷川　理恵 江山中学校教頭

（◎：部会長　　〇：副部会長）

委員長：栗本保夫　　副委員長：上田光徳、橋本伸一

教育環境整備部会 江山の宝応援部会

小中連携委員会

制服検討委員会

［主な検討内容］カリキュラム、特色ある教育、生活時程、学校行事、学用品、校訓、開校ま
での３校の交流　等　　※３校の教務主任が中心となって検討

［主な検討内容］制服着用学年、新制服とするかどうか、デザイン（※新制服とした場合）
等　　※準備委員会の保護者、３校・保育園の教職員の代表が中心となって検討

［主な推進内容］施設・設備等について、校名・校歌・校章の
策定　等

［主な推進内容］地域住民・保護者への情報提供、地域・保
護者の学校応援について　等



視察報告 ～県外の義務教育学校ってどんな様子？～

新しい学校づくりに向けて三重県津市美里町立みさとの丘学園と京都府亀岡市立

亀岡川東学園に視察に行ってきました。

お世話になります～制服検討委員会～

亀岡川東学園には、準備委員会のメンバーが中心となり、

教職員、市教委事務局職員で行ってきました。２９年度に

一体型の義務教育学校として開校された学校で、講堂と

体育館は別、多目的ホール「絆空間」、フットサルができる

グラウンドなど大変充実した教育環境でした。特に「絆空

間」という多目的ホールは図書室を兼ねた施設で、様々な

集会や学習に活用できるだけでなく交流給食の場ともなっ

ています。地域と学校の交流ができる、９年間の全校児童

生徒が集える空間は非常に魅力的でした。

教育においては、９年間の教育スパンを生かして子ども

たちの成長が途切れることのないように努めているとのこ

とでした。また、特色を生かしつつも他校との「違い」を最

小限にすることも意識されたようでした。

いずれの学校も教育環境はすばらしく、新しい学校を作るうえでとても参考になりまし

た。各地から視察に来てもらえる学習内容、施設となる学校づくりができたらと思います。

みさとの丘学園には、３校の教職員と市教委事務局

職員が訪問し、新しい学校ができるまでの経緯、県内

初の義務教育学校としてめざした教育について学校長

のお話を聞いてきました。小規模の３小学校と１中学校

を統合した点が、江山地区ととてもよく似ており、参考と

なる点がたくさんありました。校長先生の「児童生徒の

玄関を、前期課程と後期課程で分けてしまったことで児

童生徒の触れ合いが減っており、対策を考えている」と

の話が印象的でした。学校づくりに向けて細かな配慮

の必要性を感じる視察でした。

小・中学校と保育園の教職員各１名と準備委員会の３校の保護者各３名、保育園の保

護者２名で構成した「制服検討会」で次のことを協議していくこととしました。

・制服着用学年 （何年生から着るの？）

・新制服作成手順 （新しいデザインにするの？）

・業者選定・デザイン選定 （どんな制服にするの？）
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みんなで集える

ホールが自慢です
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